
【一般会計（前年度との比較）】 （単位：千円）

令和3年度 16,617,561 16,034,297 204,659 378,605

令和2年度 18,531,057 17,889,613 185,724 455,720

【特別会計】 （単位：千円）

会計名 歳入決算額(A) うち一般会計繰入金 歳出決算額(B) 差引(A)-(B)

国民健康保険特別会計 3,107,794 223,471 3,107,794 0

後期高齢者医療特別会計 342,533 80,033 342,293 240

介護保険特別会計 2,666,732 435,396 2,618,644 48,088

介護サービス事業特別会計 7,529 4,169 7,529 0

財産区特別会計（全7会計） 7,390 0 6,850 540

【企業会計】 （単位：千円）

歳入決算額 うち一般会計負担金・補助金 歳出決算額

収益的収入及び支出 2,556,400 201,564 2,621,195

資本的収入及び支出 159,161 67,861 220,644

収益的収入及び支出 878,197 138,606 864,683

資本的収入及び支出 292,164 41,698 474,722

収益的収入及び支出 14,100 9,218 14,100

資本的収入及び支出 1,635 1,635 6,271

収益的収入及び支出 790,134 397,575 771,827

資本的収入及び支出 741,238 166,637 1,058,115

※　資本的収入が資本的支出に不足する額は、内部留保資金などで補てんしています。

簡易水道事業会計

下水道事業会計

企業会計名

決算状況

病院事業会計

水道事業会計

差引(A)-(B)-(C)
翌年度への
繰越財源(C)

年度 歳入決算額(A) 歳出決算額(B)

一般会計における歳入決算の総額は166億1,756万1千円、歳出決算の総額は160億3,429万7千

円で、その差引額は5億8,326万4千円となりました。そのうち、翌年度へ繰越しとなった事業の財源

2億465万9千円を除いた剰余金3億7,860万5千円は翌年度へ繰越し、うち1億8,930万3千円につい

ては、将来の市財政の安定のため財政調整基金に積み立てます。

また、各会計別の決算の状況については、表のとおりです。



一般会計決算の歳入歳出構成比

【用語の説明】

市税

地方交付税

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

繰入金

市債
主に公共施設などの建設の際に必要となる財源を調達するため、１会計年度を
越えて返済する借入金（借金）

市が所有する土地や建物などの財産を貸し付けたり、売り払ったりすることで得ら
れる収入や基金を運用することで得られる利子・配当金など

使用料は市の施設の使用者に対してその対価として支払っていただくお金（市
営体育館使用料など）、手数料は市が行うサービスを受ける方に負担していただ
くお金（住民票発行手数料など）

市の基金（貯金）を取り崩して、各種事業の財源に充てるお金

歳入

市民のみなさんや市内に事業所を持つ法人などに納めていただいた税金

全国の市町村が一定水準の行政サービスを提供できるよう、国税のうち所得税、
法人税、酒税、消費税の一定割合を国が交付するお金

特定の事業の財源として国から交付される負担金や補助金など

特定の事業の財源として県から交付される負担金や補助金など

市税

54億213万6千円

(32.5%)

地方譲与税等

12億9,137万8千円

(7.8%)

地方交付税

28億1,845万4千円

(17.0%)

分担金及び負担金

1億9,260万8千円

(1.2%)

使用料及び手数料

2億6,106万8千円

(1.6%)

国庫支出金

28億5,377万5千円

(17.2%)

県支出金

10億4,892万4千円

(6.3%)

財産収入

5,684万7千円

(0.3%)

寄附金

4億6,754万8千円

(2.8%)

繰入金

3億7,170万1千円

(2.2%)

市債

9億6,650万円

(5.8%)
その他

8億8,662万2千円

(5.3%)

歳入決算額

166億1,756万1千円



一般会計決算の歳入歳出構成比

【用語の説明】

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

労働者福祉対策、雇用対策などに必要な経費

歳出（目的別）

議会の運営や議員の報酬に関する経費

戸籍、庁舎や財産の維持管理、選挙等に要する経費

高齢者福祉、障がい者福祉、児童福祉、生活保護等に要する経費

健康診断や廃棄物処理など、保健や環境衛生に要する経費

農業、林業の振興や基盤整備に要する経費

商工業や観光の振興などに必要な経費

消防、防災対策等に要する経費

小中学校、生涯学習、スポーツの振興に要する経費

市債（市の借金）のを返済する元金と利子の償還金

道路や河川公園などの整備、維持管理に要する経費

歳出決算を、市の行政目的によって分類いたしました。

議会費

1億4,206万3千円

(0.9%)

総務費

28億3,515万6千円

(17.7%)

民生費

49億3,834万5千円

(30.8%)
衛生費

15億5,628万9千円

(9.7%)

労働費

2,328万2千円

(0.1%)

農林水産業費

6億7,734万1千円

(4.2%)

商工費

2億6,884万円

(1.7%)

土木費

15億3,534万3千円

(9.6%)

消防費

6億6,542万1千円

(4.1%)

教育費

17億1,654万2千円

(10.7%)

公債費

16億7,567万5千円

(10.5%)
歳出決算額

160億3,429万7千円



一般会計決算の歳入歳出構成比

【用語の説明】

人件費

物件費

維持補修費

扶助費

補助費等

投資的経費

公債費

積立金

繰出金

道路や水路整備、教育施設整備などの工事等の経費

市債（市の借金）のを返済する元金と利子の償還金

基金（市の貯金）へ積み立てる経費

国民健康保険特別会計、介護保険特別会計等の運営を支援する経費

歳出（性質別）

市の職員の給料や各種委員の報酬等の経費

指定管理委託料、光熱水費等の需用費など消費的性質をもつ経費

建物や備品を修理する経費

生活保護、児童手当、医療費助成など住民福祉を支えるための経費

峡北広域行政事務組合や各種団体等への負担金、補助金の経費

歳出決算を、経済的性質を基準として分類いたしました。

人件費

22億1,529万5千円

(13.8%)

物件費

27億6,532万9千円

(17.2%)

維持補修費

1億3,502万2千円

(0.8%)

扶助費

29億9,388万2千円

(18.7%)

補助費等

30億784万1千円

(18.8%)

投資的経費

12億9,171万8千円

(8.1%)

公債費

16億7,567万5千円

(10.5%)

積立金

9億2,512万9千円

(5.8%)

貸付金

528万円

(0.0%)

繰出金

10億1,912万6千円

(6.4%)

歳出決算額

160億3,429万7千円


